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大
野
本
庄
（
下
）・
新
庄

銅
鐸

　
大
野
町
か
ら
銅
鐸
が
三
箇
出
土
し
て
い

る
。
銅
鐸
は
弥
生
前
期
末
、
大
陸
か
ら
輸

入
さ
れ
た
青
銅
器
に
よ
っ
て
祭
祀
品
と
し

て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
、
制
作
年
代
や
使

用
目
的
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る

が
、
そ
の
点
は
こ
こ
で
は
述
べ
な
い
。

　
し
か
し
、
弥
生
時
代
す
で
に
大
野
地
域

に
銅
鐸
を
所
有
出
来
た
有
力
者
が
居
住
し

て
い
た
証
と
な
る
。
有
力
者
が
い
れ
ば
当

然
そ
の
支
配
下
に
多
く
の
住
民
が
い
た
こ

と
は
当
然
で
あ
る
。
農
業
を
主
と
し
た
生

産
力
が
高
く
な
け
れ
ば
多
く
の
人
間
が
生

存
出
来
ず
権
力
者
も
生
ま
れ
な
い
。

　
阿
南
市
域
か
ら
五
遺
跡
か
ら
七
個
（
確

認
済
み
に
限
る
）
の
銅
鐸
が
出
土
し
て
い

る
が
、大
野
地
域
か
ら
上
大
野
町
城
山
下
、

中
大
野
町
八
貫
渡
し
、
下
大
野
町
畑
田
が

出
土
地
で
あ
る
。
銅
鐸
に
つ
い
て
は
別
に

書
く
こ
と
に
し
よ
う
。

大
野
本
庄
・
新
庄

　
大
野
本
庄
に
つ
い
て
先
月
号
に
詳
述
し

た
の
で
、
今
回
は
大
野
新
庄
に
つ
い
て
書

こ
う
。

　
建
武
二
（
一
二
五
〇
）
年
十
一
月
の
九

条
道
家
の
「
藤
原
道
家
領
処
分
状
」
に
前

摂
政
藤
原
実
経
に
譲
っ
た
庄
（
荘
）
園
と

し
て
「
阿
波
国
大
野
本
庄
宝
荘
厳
院
領
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
処
分
状
の
中
に

孫
の
右
大
臣
忠
家
に
譲
っ
た
庄
園
と
し

て
「
阿
波
国
大
野
新
庄
宝
荘
厳
院
領
」
と

あ
り
、
大
野
庄
を
本
庄
と
新
庄
に
分
け
て

譲
っ
て
い
る
。

　
元
久
元
（
一
二
四
〇
）
年
八
月
二
十
三

日
、
九
条
兼
実
の
一
筆
譲
状
に
「
阿
波
国

大
野
庄

」
と
し
て
す
で
に
成
立
し
て
い

る
。
奥
野
高
広
は
大
野
庄
は
鳥
羽
法
皇
‐

美
福
門
院
‐
八
条
院
‐
後
高
倉
院
‐
安
嘉

門
院
‐
亀
山
上
皇
‐
後
宇
多
上
皇
‐
昭
慶

門
院
‐
後
醍
醐
天
皇
の
順
に
伝
領
さ
れ
た

と
し
て
い
る
。
後
醍
醐
天
皇
は
元
徳
二

（
一
三
三
〇
）
年
正
月
二
十
八
日
宝
荘
厳

院
領
を
東
寺
へ
寄
進
し
て
い
る
。

　
九
条
道
家
が
孫
の
忠
家
に
譲
っ
た
大
野

庄
を
二
つ
に
分
け
、
従
来
の
大
野
庄
を
大

野
本
庄
、
新
し
く
分
け
て
立
券
し
た
分
を

大
野
新
庄
と
唱
え
た
。
大
野
新
庄
の
区
域

に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
を
待
ち
た
い
。

　　　　　　　　

　「
阿
波
国
庄
園
考
」
で
は
こ
の
庄
の
地

頭
を
渋
谷
氏
と
し
て
い
る
。
南
北
朝
時
代

に
入
っ
て
渋
谷
氏
は
一
族
の
薩
摩
の
住
人

渋
谷
鬼
益
丸
が
渋
谷
氏
を
継
い
で
地
頭
と

な
っ
て
い
る
。
薩
摩
渋
谷
氏
は
相
模
国
の

渋
谷
重
国
の
子
光
国
が
薩
摩
国
に
移
り
薩

摩
渋
谷
氏
の
祖
と
な
っ
た
。
重
国
の
娘
が

阿
波
国
守
護
職
佐
々
木
経
高
の
妻
で
あ
っ

た
か
ら
こ
の
関
係
で
大
野
新
庄
の
庄
官
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
鬼
益
丸
と
渋
谷
重
氏
の
遺

族
と
の
間
で
所
領
争
い
が
あ
り
、
建
武
元

（
一
三
三
四
）
年
十
二
月
十
九
日
に
「
大

野
新
庄
八
分
事
」
と
あ
る
よ
う
に
、
鬼
益

丸
は
地
頭
職
を
重
氏
の
娘
に
譲
っ
て
い
る
。

　
南
北
朝
時
代
に
入
り
大
野
新
庄
は
阿
波

国
守
護
職
細
川
頼
春
の
代
官
に
押
領
さ
れ

た
。「
八
杵
神
社
と
長
国
造
」
に
よ
る
と
、

永
禄
八
（
一
五
六
五
）
年
、
仁
木
左
衛
門

高
長
が
上
大
野
城
に
居
り
大
野
三
村
を
領

有
し
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
庄
園
制

は
崩
壊
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

｢八貫渡し銅鐸｣ 出土地。
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【お詫びと訂正】8月号のお祭り紹介コーナーで、大野地区『城内神社
秋祭りと祭文』の開催時期が9月第2土・日となっていましたが、今年
は9月15日㈯、16日㈰の誤りです。お詫びし、訂正いたします。

 ■やっぱエコはアナンからでShow　vol.3
　 山崎まさよし×西 慎嗣　with friend　

日　時　９月８日㈯　17：30開場　18：30開演
場　所　市民会館　大ホール
チケット料金　全席指定　5,000円（当日5,500円）
※無料託児室を開設します。（生後10カ月～８歳）   
９月１日㈯までに予約が必要です。
問い合わせは　市民会館（☎22‐7000）へ

 ■ＢＥＧＩＮ（ビギン）コンサート
日　時　12月１日㈯　18：00開演　
場　所　市民会館
入場料　6,300円（未就学児、ひざ上１人まで無料）
チケット発売開始日　９月29日㈯　
※発売初日は、１人１回５枚まで購入できます。
チケット販売場所　市民会館、デューク高松ほか
問い合わせは　市民会館（☎22‐7000）へ

 ■コスモホール音楽祭
日　時　９月22日㈯　13：30開演　洋楽の部
　　　　　　23日㈰　13：30開演　邦楽の部
場　所　コスモホール（情報文化センター）
問い合わせは　情報文化センター（☎44‐5000）へ

 ■“お祭り”紹介コーナー　№２
９月から10月にかけて各地で開催される祭りや伝
統行事の一部を紹介します。

※その他の地域についても市のホームページに掲
載していますのでご覧ください。
問い合わせは　文化振興課（☎22‐1798）へ

 ■阿南市文化祭　出品作品の募集
第41回阿南市文化祭が、11月２日㈮～４日㈰、10
日㈯・11日㈰に開催されますので、ご出品ください。

  美術展作品
出品資格者　市内在住または出身で、市と関係の
深い方。（ただし小・中学生は出品できません）
作品の規格　額装には、ガラスを用いないこと。
■日本画…６号～ 50号で、額装か表装
■洋　画…６号～ 50号で、額装
■書　道…半切以下で、表装か軸仕立て
　※縦額に限ります。横額は受付できません。
■写　真…半切から全紙まででフスマ張り
■彫塑・工芸・デザイン…1.5平方メートル未満、高
　さ１メートルまでで、展示にふさわしいように
　仕立てること。
出品点数　原則１人１点
会費・出品料　市の美術協会会員は不要。初めて出
品される方は、会費と入会金の2,500円が必要です。

  俳句・短歌作品
出品点数　•俳句…当季（秋）雑詠２句
　　　　　•短歌…１首
※俳句・短歌ともに未発表のものに限ります。
出品方法　ハガキに住所、氏名、電話番号を明記の
うえ、俳句、短歌ともに9月14日㈮までに、文化振
興課「俳句係」または「短歌係」までお送りください。
出品・問い合わせは　〒774-0030　阿南市富岡町西
池田135番地1　文化振興課（☎22‐1798）へ

あなん
カルチャー

地区名 祭り名 開催時期 開催場所

橘　町
和光神社例祭 ９月第３土・日 橘町青木

海正八幡神社例祭 10月１・２日 橘町大浦

柳島町
若宮神社例大祭 10月第１金・土 柳島町宮ノ前38番

蛭子神社例大祭 10月第１土・日 柳島町蛭子前1番

横見町
天王神社祭礼

10月第３土・日
横見町前長岡

天神社秋季例祭 横見町願能地東

上中町
南島八幡神社例大祭 10月13・14日 上中町南島

岡王子神社秋祭り 10月12～14日 上中町岡

中原八幡神社秋祭り 10月第１日曜日 上中町中原

宇
宙
の
日
特
別
講
演
会
（
無
料
）

　
宇
宙
の
日
（
９
月
12
日
㈬
）
に
関
連
し

て
、
最
新
の
宇
宙
開
発
に
つ
い
て
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
型
望
遠
鏡
を
使
っ

た
天
体
観
望
会
も
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
９
月
22
日
㈯
　
午
後
７
時
～
９
時

演
題
　
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
の

挑
戦

講
師
　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
科
学
研
究
所

　
　
　
准
教
授
　
久
保
田
　
孝
さ
ん

参
加
方
法
　
開
始
時
刻
ま
で
に
科
学
セ
ン

タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
約
不
要
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
無
料
）

　
土
・
日
曜
の
午
後
１
時
30
分
～
、３
時
～

「
今
夜
の
星
空
と
中
秋
の
名
月
の
お
話
」

お
も
し
ろ
実
験
（
無
料
）　

　
土
・
日
曜
の
午
前
11
時
〜
、
午
後
２
時

20
分
〜
の
２
回
実
施
し
ま
す
。

中
秋
の
名
月
観
望
会

　
中
秋
の
名
月
の
伝
承
や
観
察
方
法
な
ど

を
説
明
し
た
後
、
天
体
望
遠
鏡
で
名
月
を

観
察
し
ま
す
。
デ
ジ
カ
メ
を
お
持
ち
の
方

は
、
名
月
の
写
真
も
撮
影
で
き
ま
す
。

日
時
　
９
月
30
日
㈰
　
午
後
７
時
～
９
時

参
加
料
　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

参
加
方
法
　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
予
約
不
要
。

科
学
の
広
場
（
無
料
）

　
子
ど
も
向
け
の
簡
単
な
工
作
で
す
。

日
時
　
９
月
17
日
㈷
　
午
前
10
時
30
分
～
、

午
後
１
時
30
分
～
の
２
回

内
容
　
一
枚
の
画
用
紙
で
橋
作
り

昼
間
の
星
の
観
望
会
（
悪
天
候
時
は
中
止
）

日
時
　
９
月
17
日
㈷
　
午
前
10
時
30
分
～
、

午
後
３
時
～
の
２
回

参
加
料
　
小
学
生
以
上
１
０
０
円

夜
間
天
体
観
望
会
（
有
料
、
要
予
約
）

　
１
１
３
㌢
大
型
天
体
望
遠
鏡
で
、
そ
の

季
節
や
時
間
帯
に
見
ら
れ
る
星
を
観
望
。

日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
午
後
７
時
～
、
８

時
～
、
９
時
～
の
３
回

参
加
料
　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０

円
、
小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

問
い
合
わ
せ
は
　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42
︲
１
６
０
０
）
へ

９
月
の
休
館
日
　

３
日
㈪
、
10
日
㈪
、
18
日
㈫
、
24
日
㈪
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ホームページアドレス　http://ananscience.jp/science/


